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事案の概要

　本件は、発明の名称を「エクオール含有大豆胚軸発酵物、及びその製造方法」とする特許第5946489号
の特許権を有する原告が、被告による大豆胚芽抽出発酵物含有食品の生産・販売等が原告の上記特許権
を侵害すると主張して、被告に対し、特許法100条１項及び２項に基づき、上記製品の生産・譲渡等の差
止め及び上記製品の廃棄を求める事案である。
　争点は、（１）被告製品は本件発明の技術的範囲に属するか（争点１）、（２）本件特許には無効理由が
存するか（争点２）、及び（３）訂正により本件特許の無効理由が解消したか（争点３）である。
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特許権侵害差止請求事件

（エクオール含有大豆胚軸発酵物、及びその製造方法－
「大豆胚軸発酵物」の文言解釈、及び親出願の出願経過の参酌）［上］（全２回）
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　本件特許の請求項１に係る本件発明１を構成要件に分説すると、次のとおりになる。
１－Ａ　オルニチン及び
１－Ｂ　エクオールを含有する
１－Ｃ　大豆胚軸発酵物。
　また、本件特許の請求項３に係る本件発明３を構成要件に分説すると、次のとおりになる。
３－Ａ　請求項１又は２に記載の大豆胚軸発酵物を配合した
３－Ｂ　食品、特定保健用食品、栄養補助食品、機能性食品、病者用食品、化粧品、又は医薬品。

判示事項

１　被告製品は構成要件１－Ｃ及び３－Ａを充足するか（争点１）について
１．１　本件明細書には、以下の記載がある。
【技術分野】
【0001】本発明は、エクオールを含有する大豆胚軸の発酵物、及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【0005】従来、エクオールの製造方法としては、ダイゼインを含む原料に対して、ダイゼインを資
化してエクオールを産生する微生物（以下、エクオール産生菌と表記する）で発酵処理する方法が知
られている。この製造方法において、使用されるダイゼインを含む原料としては、大豆、葛根湯、レッ
ドグローブ、アルファルファ等が知られている。また、エクオール産生菌についても既に公知であり、
（後略）
【0006】　（省略）
【0007】一方、大豆胚軸部分には、大豆加工食品として利用されている子葉部分に比べて、イソフ
ラボンやサポニン等の有用成分が高い割合で含まれていることが知られており、その抽出物につい
ては種々の用途が開発されている（例えば、特許文献３）。しかしながら、大豆胚軸抽出物は、そ
れ自体コストが高いという欠点がある。また、大豆胚軸抽出物は、エクオールの製造原料とする場
合には、エクオール産生菌による発酵のために別途栄養素の添加が必要になるという問題点がある。
このような理由から、大豆胚軸抽出物は、エクオールを工業的に製造する上で、原料として使用で
きないのが現状である。
【0008】一方、大豆胚軸自体については、特有の苦味があるため、それ自体をそのまま利用するこ
とは敬遠される傾向があり、大豆の胚軸の多くは廃棄されているのが現状である。また、大豆胚軸
には、大豆の子葉部分と同様に、アレルゲン物質が含まれているため、大豆アレルギーを持つ人に
とって、大豆胚軸を摂取乃至投与することができなかった。そのため、大豆胚軸を有効利用するには、
大豆胚軸自体に更に付加価値を備えさせることにより、その有用性を高めることが重要である。
【発明が解決しようとする課題】
【0010】本発明の目的は、エクオールを含有し、食品素材、医薬品素材、又は化粧品素材等として
有用な大豆胚軸発酵物を提供することである。　（後略）
【課題を解決するための手段】
【0011】本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意検討したところ、ダイゼイン類を資化してエク
オールを産生する能力を有する微生物を用いて、大豆の胚軸を発酵させると、高い効率でエクオー
ルが生成し、エクオール含有大豆胚軸発酵物が得られることを見出した。　（後略）
【発明の効果】
【0013】本発明の大豆胚軸発酵物は、エクオールと共に、エクオール以外のイソフラボンやサポニ
ン等の有用成分をも含有しているので、食品、医薬品、化粧料等の分野での有用である。　（後略）


